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平成25年１月31日 

各 位 

会 社 名 株式会社京王ズホールディングス 

代表者名 代表取締役社長 横江実 

（コード番号 3731 東証マザーズ） 

問合せ先 社長室室長 石原瑞樹 

（TEL．022－722－0333） 

 

 

財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成24年10月期の内部統制報告書に開示すべき重要な不備がある旨を記載しましたので、以下

のとおりお知らせいたします。 

 

１． 開示すべき重要な不備の内容及び事業年度末までに是正できなかった理由 

当社は、下記に記載した財務報告に係る内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼす可能性

が高く、開示すべき重要な不備に該当すると判断いたしました。したがって、当連結会計年度末日時

点において、当社グループの財務報告に係る内部統制は有効でないと判断いたしました。 

記 

当社グループの資金管理プロセスに係る内部統制について以下のとおり不備が認められました。 

①会社との利益相反取引に該当する仮払取引について、社内稟議の手続きは取られておりました

が、取締役会の承認を経ずに出金が行われておりました。なお、当該仮払金に関しては平成24

年12月に全額回収済みであり、現時点では残高はありません。 

②関連当事者に関係する支出において、本来貸付金として処理すべきものが、販売費及び一般管

理費として処理されておりました。当該費用については、契約書を締結し貸付金としての処理

へ変更し、毎月回収を行っております。 

なお、これらにつき、連結財務諸表及び財務諸表に及ぼす影響はありません。 

以上 

 

上記の不備が事業年度の末日までに是正されなかった理由は、事象の発生と上記不備が事業年度末

日に近い時点で発見されたためであります。 

 

２． 開示すべき重要な不備の是正方針 

当社グループは、財務報告に係る内部統制の整備及び運用の重要性を認識しており、これらの重要

な不備の再発防止を図るため全社統制及び業務処理統制の強化・徹底を行ってまいります。 
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３． 連結財務諸表等に与える影響 

上記の開示すべき重要な不備に起因する財務報告上の影響額は、決算過程で適正に修正しており、

既に発表しております平成24年10月期の連結財務諸表及び財務諸表に及ぼす影響はありません。 

 

４． 財務諸表の監査報告における監査意見 

無限定適正意見であります。 

以上 

 


